
静

岡

地

方

本

部

第

69

回

定

期

地

方

大

会

は

、

静

岡

労

政

会

館

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

冒

頭

、

長

岡

委

員

長

は

、

「

集

団

的

自

衛

権

行

使

容

認

、

特

定

秘

密

法

、

労

働

法

制

改

悪

、

原

発

再

稼

働

、

消

費

税

増

税

な

ど

、

安

倍

政

権

の

暴

走

に

ス

ト

ッ

プ

を

掛

け

る

た

め

、

学

習

し

、

平

和

と

民

主

主

義

、

労

働

者

の

生

活

と

権

利

を

守

る

闘

い

を

広

範

囲

な

仲

間

と

作

り

上

げ

て

い

く

こ

と

が

大

切

」

「

職

場

の

労

働

条

件

改

善

は

組

合

員

同

士

が

集

ま

り

議

論

を

重

ね

、

他

労

組

組

合

員

の

要

求

も

汲

み

上

げ

獲

得

を

目

指

す

こ

と

が

重

要

で

、

喫

緊

の

課

題

で

あ

る

組

織

拡

大

に

も

つ

な

が

っ

て

い

く

。

全

組

合

員

が

心

を

一

つ

に

し

た

取

り

組

み

の

強

化

は

待

っ

た

な

し

。

そ

し

て

、

青

年

に

国

労

運

動

を

継

承

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

挨

拶

し

ま

し

た

。

討

論

で

は

、

「

合

理

化

事

案

等

の

検

証

・

要

求

作

り

に

は

職

協

の

役

割

が

重

要

」

「

Ｃ

Ｔ

Ｃ

指

令

の

列

車

遅

延

時

対

応

の

改

善

」

「

専

任

社

員

の

要

求

」

「

出

向

先

関

連

会

社

の

労

働

条

件

改

善

」

「

貨

物

会

社

の

賃

下

げ

攻

撃

・

期

末

手

当

低

額

回

答

に

客

・

貨

一

体

と

な

っ

た

取

り

組

み

の

強

化

」

等

の

発

言

が

あ

り

、

全

て

の

代

議

員

か

ら

「

職

場

・

分

会

活

動

を

強

化

し

、

組

織

拡

大

を

全

力

で

取

り

組

む

」

こ

と

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

大

会

方

針

案

を

全

員

で

確

認

し

て

、

長

岡

委

員

長

の

団

結

ガ

ン

バ

ロ

ー

で

終

了

し

ま

し

た

。

新

幹

線

地

本

は

大

崎

・

南

部

労

政

会

館

で

第

15

回

新

幹

線

地

方

本

部

定

期

大

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

冒

頭

、

徳

竹

委

員

長

は

、

「

私

た

ち

の

取

り

組

む

べ

き

政

治

的

課

題

は

山

積

し

て

お

り

、

消

費

税

の

10

％

へ

の

増

税

反

対

。

原

発

再

稼

働

問

題

。

集

団

的

自

衛

権

の

閣

議

決

定

問

題

。

Ｊ

Ｒ

の

安

全

を

守

る

、

安

全

安

定

輸

送

の

取

り

組

み

な

ど

多

岐

に

渡

っ

て

い

る

。

組

織

強

化

拡

大

を

目

標

に

職

場

で

は

仕

事

総

点

検

を

推

進

し

て

行

こ

う

。

新

幹

線

も

50

周

年

で

あ

る

が

わ

れ

わ

れ

も

50

周

年

で

あ

り

、

こ

の

50

周

年

を

迎

え

た

の

は

私

た

ち

が

仕

事

と

労

働

条

件

改

善

の

取

り

組

み

を

行

い

、

安

全

安

定

輸

送

を

担

っ

て

き

た

か

ら

だ

。

50

周

年

を

祝

い

つ

つ

引

き

続

き

組

織

強

化

拡

大

、

仕

事

総

点

検

運

動

の

前

進

に

総

力

を

挙

げ

て

奮

闘

し

よ

う

」

と

呼

び

か

け

ま

し

た

。

討

論

で

は

、

「

職

場

三

大

要

求

で

は

各

職

場

で

ア

ン

ケ

ー

ト

に

取

り

組

み

要

求

を

提

出

し

た

」

「

８

月

に

労

災

が

発

生

し

た

。

対

策

が

求

め

ら

れ

て

い

る

」

「

14

春

闘

で

は

組

合

員

一

人

２

行

動

を

目

標

に

延

べ

33

人

が

行

動

に

参

加

。

組

織

拡

大

に

も

取

り

組

ん

だ

」

等

の

職

場

状

況

報

告

と

合

わ

せ

て

春

闘

、

労

働

協

約

改

訂

で

の

取

り

組

み

を

中

心

に

発

言

が

出

さ

れ

、

方

針

を

全

員

で

確

認

し

ま

し

た

。

名

古

屋

地

本

は

、

節

目

と

な

る

第

70

回

定

期

地

方

大

会

を

開

催

し

ま

し

た

。来

賓

の

榑

松

愛

労

連

議

長

か

ら

、

愛

知

で

の

運

動

に

幅

広

い

団

体

が

結

集

し

て

い

る

こ

と

に

国

労

が

努

力

し

て

い

る

こ

と

へ

の

謝

意

と

期

待

が

語

ら

れ

ま

し

た

。

代

議

員

10

名

が

発

言

。

「

国

労

に

団

結

し

、

組

織

拡

大

に

取

り

組

も

う

」

「

要

員

不

足

、

超

勤

の

実

態

を

、

１

分

で

も

超

勤

申

請

す

る

こ

と

で

認

め

さ

せ

た

」

等

、

職

場

の

問

題

や

活

動

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

「

沖

縄

知

事

選

勝

利

の

た

め

地

本

と

し

て

行

動

提

起

を

」

「

安

倍

内

閣

の

暴

走

を

止

め

る

た

め

に

積

極

的

に

運

動

を

」

と

改

憲

阻

止

、

平

和

を

守

る

た

め

、

積

極

的

な

運

動

を

取

り

組

む

こ

と

を

求

め

る

意

見

が

相

次

ぎ

ま

し

た

。

リ

ニ

ア

中

央

新

幹

線

建

設

で

は

問

題

が

山

積

し

て

お

り

、

今

後

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

質

問

が

出

さ

れ

ま

し

た

。出

さ

れ

た

意

見

に

つ

い

て

は

、

①

安

倍

政

権

の

暴

走

阻

止

に

向

け

引

き

続

き

共

闘

を

強

め

る

②

リ

ニ

ア

建

設

で

は

、

環

境

悪

化

な

ど

の

諸

問

題

に

つ

い

て

、

国

労

の

検

討

委

員

会

の

報

告

を

学

び

、

地

域

の

運

動

等

に

生

か

す

③

組

織

拡

大

で

は

全

組

合

員

で

取

り

組

む

④

安

全

・

安

定

輸

送

、

職

場

の

労

働

条

件

の

改

善

に

向

け

、

利

用

者

ア

ン

ケ

ー

ト

な

ど

利

用

者

の

声

と

結

び

、

職

場

・

地

域

か

ら

運

動

を

取

り

組

む

等

を

確

認

し

、

方

針

を

採

択

し

ま

し

た

。

国

労

東

海
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東

京
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‐
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５

交

通

ビ

ル

４

階
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地地地地本本本本のののの各各各各定定定定期期期期大大大大会会会会

静静静静

岡岡岡岡

・・・・

新新新新

幹幹幹幹

線線線線

・・・・

名名名名

古古古古

屋屋屋屋

のののの

地地地地

方方方方

本本本本

部部部部

大大大大

会会会会

がががが

９９９９

月月月月

11113333

日日日日

にににに

開開開開

催催催催

ささささ

れれれれ

まままま

しししし

たたたた

。。。。

そそそそ

れれれれ

ぞぞぞぞ

れれれれ

のののの

大大大大

会会会会

でででで

はははは

、、、、

「「「「

春春春春

闘闘闘闘

でででで

のののの

取取取取

りりりり

組組組組

みみみみ

」」」」

「「「「

職職職職

場場場場

三三三三

大大大大

運運運運

動動動動

」」」」

「「「「

分分分分

会会会会

活活活活

動動動動

とととと

組組組組

織織織織

拡拡拡拡

大大大大

」」」」

「「「「

リリリリ

ニニニニ

アアアア

新新新新

幹幹幹幹

線線線線

問問問問

題題題題

」」」」

等等等等

、、、、

多多多多

岐岐岐岐

にににに

わわわわ

たたたた

るるるる

課課課課

題題題題

でででで

のののの

発発発発

言言言言

がががが

出出出出

ささささ

れれれれ

、、、、

運運運運

動動動動

方方方方

針針針針

がががが

確確確確

認認認認

ささささ

れれれれ

まままま

しししし

たたたた

。。。。



「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障「 が ん 」 の 保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

９

月

20

日

、

国

鉄

労

働

会

館

主

催

に

よ

る

労

働

講

座

を

開

催

し

ま

し

た

。

「

ア

ス

ベ

ス

ト

被

害

の

現

状

と

健

康

管

理

手

帳

の

申

請

に

つ

い

て

」

と

題

し

、

神

奈

川

労

災

職

業

病

セ

ン

タ

ー

の

池

田

理

恵

さ

ん

よ

り

講

演

を

受

け

ま

し

た

。

こ

の

学

習

会

は

、

退

職

者

の

会

と

国

労

名

古

屋

地

本

が

参

加

を

呼

び

か

け

、

50

名

が

参

加

し

ま

し

た

。

講

演

で

は

、

鉄

道

の

ア

ス

ベ

ス

ト

の

使

用

状

況

、

被

害

者

救

済

の

現

状

が

語

ら

れ

ま

し

た

。

ア

ス

ベ

ス

ト

被

害

の

救

済

に

つ

い

て

は

、

国

鉄

で

の

退

職

者

は

鉄

道

運

輸

支

援

機

構

が

対

応

し

、

Ｊ

Ｒ

で

の

退

職

者

に

つ

い

て

は

Ｊ

Ｒ

が

対

応

す

る

と

な

っ

て

い

ま

す

が

、

Ｊ

Ｒ

が

使

用

者

と

し

て

ア

ス

ベ

ス

ト

に

関

わ

っ

た

職

歴

の

証

明

に

消

極

的

な

態

度

を

と

っ

て

お

り

、

課

題

と

な

っ

て

い

る

こ

と

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

「

石

綿

に

関

す

る

健

康

管

理

手

帳

」

の

取

得

に

つ

い

て

、

被

害

の

救

済

を

進

め

る

た

め

に

積

極

的

に

取

得

し

て

い

く

こ

と

が

奨

励

さ

れ

ま

し

た

。

参

加

者

か

ら

は

次

々

に

手

が

あ

が

り

、

ア

ス

ベ

ス

ト

に

よ

る

健

康

被

害

へ

の

不

安

、

対

応

に

つ

い

て

質

問

が

出

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

学

習

会

を

契

機

に

ア

ス

ベ

ス

ト

被

害

救

済

へ

の

関

心

が

高

ま

る

こ

と

が

期

待

さ

れ

ま

す

。

翌

日

、

講

師

は

リ

ニ

ア

館

を

見

学

し

、

中

京

圏

で

走

っ

て

い

た

国

鉄

・

Ｊ

Ｒ

の

車

両

の

ア

ス

ベ

ス

ト

が

使

わ

れ

て

い

た

箇

所

、

部

品

な

ど

を

細

か

く

、

確

認

し

ま

し

た

。

こ

の

見

学

で

は

、

名

古

屋

工

場

の

現

役

労

働

者

が

同

行

し

、

ア

ス

ベ

ス

ト

の

使

用

状

況

や

当

時

の

作

業

に

つ

い

て

説

明

し

ま

し

た

。

有

意

義

な

見

学

と

な

り

ま

し

た

。（

報報報報

告告告告

・・・・

名名名名

古古古古

屋屋屋屋

地地地地

本本本本

書書書書

記記記記

長長長長

伊伊伊伊

藤藤藤藤

耕耕耕耕

二二二二

）

２０１４年９月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 NO３７０（２）

東海本部ホームページＵＲＬ http://www.kokurotokai.com/

前号（第369号）でもお知らせしましたよ

うに、東海本部は、「15春闘ポスター」の

スローガンを募集しています。

「15春闘ポスター」作製の目的は、春闘を

組合員・家族、職場や関連職場で働く労働

者にいち早く認識してもらい、ともに学び、

ともに行動してもらうためのものです。そ

のポスターのスローガンを、組合員・家族

の皆さんから幅広く募集します。最優秀の

応募作品１点がポスターになります。また、

最優秀作品には賞品を贈呈します。応募要

項は以下のとおりです。

応応応応募募募募資資資資格格格格：組合員とその家族。応募点数は

何点でも可。

応応応応募募募募締締締締めめめめ切切切切りりりり：10月30日（金）まで。

応応応応募募募募先先先先：スローガン（標語）と氏名、住所、

電話番号、分会名を明記してメールかFAXで

国労東海本部まで。

FAX 03-5403-1659 メールアドレス：nr

u-tk-tky3@star.odn.ne.jp

「

川

内

原

発

再

稼

働

す

る

な

！

」

「

フ

ク

シ

マ

を

忘

れ

な

い

！

」

を

掲

げ

、

23

日

に

「

９

・

23

さ

よ

う

な

ら

原

発

全

国

大

集

会

」

が

東

京

・

亀

戸

中

央

公

園

で

「

さ

よ

う

な

ら

原

発

１

０

０

０

万

署

名

市

民

の

会

」

に

よ

り

開

か

れ

ま

し

た

。

集

会

は

当

初

、

代

々

木

公

園

で

の

開

催

を

予

定

し

て

い

ま

し

た

が

、

デ

ン

グ

熱

発

生

の

影

響

で

急

き

ょ

、

会

場

が

変

更

を

余

儀

な

く

さ

れ

ま

し

た

。

そ

う

し

た

中

で

も

、

１

万

６

０

０

０

人

が

結

集

し

、

東

海

本

部

も

新

幹

線

地

本

、

静

岡

地

本

の

仲

間

が

参

加

し

ま

し

た

。

集

会

で

は

、

作

家

・

文

化

人

の

多

数

の

発

言

が

あ

り

ま

し

た

。

反

原

発

・

か

ご

し

ま

ネ

ッ

ト

代

表

の

向

原

祥

隆

さ

ん

は

、

地

元

・

川

内

で

の

取

り

組

み

を

紹

介

し

つ

つ

、

「

住

民

は

再

稼

働

反

対

が

圧

倒

的

。

未

来

を

切

り

開

く

た

め

に

絶

対

に

再

稼

働

さ

せ

な

い

。

28

日

の

鹿

児

島

市

で

の

集

会

も

応

援

し

て

く

だ

さ

い

」

と

訴

え

ま

し

た

。

ま

た

、

作

家

の

大

江

健

三

郎

さ

ん

は

、

「

国

民

的

な

抵

抗

の

声

を

上

げ

ね

ば

な

ら

な

い

」

と

強

調

し

ま

し

た

。

集

会

終

了

後

、

参

加

者

は

亀

戸

中

央

公

園

か

ら

錦

糸

町

駅

ま

で

を

「

原

発

い

ら

な

い

」

「

再

稼

働

は

絶

対

反

対

」

を

訴

え

て

、

４

時

間

に

渡

る

デ

モ

行

進

を

元

気

よ

く

行

い

ま

し

た

。

労労労労働働働働講講講講座座座座ででででははははアアアアススススベベベベスススストトトト

にににによよよよるるるる健健健健康康康康被被被被害害害害へへへへのののの不不不不安安安安、、、、

対対対対応応応応ににににつつつついいいいてててて質質質質問問問問がががが多多多多数数数数、、、、

出出出出さささされれれれたたたた

｢｢｢｢ささささよよよよううううなななならららら原原原原発発発発全全全全国国国国大大大大集集集集会会会会」」」」

ででででデデデデモモモモにににに出出出出発発発発すすすするるるる国国国国労労労労東東東東海海海海のののの

仲仲仲仲間間間間たたたたちちちち


